
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３号 

令和７年２月２５日 

日光市立大室小学校 

学校運営協議会事務局 

第４回 大室小学校 学校運営協議会 
 

１/24 

（金） 

「子供に自信をもたせるためにできることを考えましょう」 

のテーマのもと、 

１ 今年度の学校経営と学校運営協議会について振り返る。 

２ 今年度の学校の課題を解決する手立てについてアイデアを出し合う。 

ことをねらいとして実施しました。今回は、令和 6年度最後の会議になるため、全教職員も参

加して委員の皆様と一緒にテーマについて考えました。 

初めに、校長から 2年間の学校運営協議会の振り返りと後期学校評価について説明がありま

した。その後、今年度の学校の課題の中から「児童の自己肯定感の向上」に焦点を当て、“子

供に自信をもたせるために学校・地域・家庭が協力してできること”について考えました。 

 「自己肯定感」を高めた児童は、 

①何事にも前向きに挑戦することができる 

②失敗をしてもそれをバネにして粘り強く物事に取り組むことができる 

③友達との意見交換の中で自己主張ができ建設的な人間関係を築くことができる 

という特徴があります。本校の子供たちがそのような力を身に付けることは、校長の熱い願い

でもあり、全教職員が目指す大きな目標でもあります。教職員による日頃の授業づくりや行事

の実施等に加え、委員の皆様のアイデアを結集して、“自分が大好き”な子供たちを地域ぐる

みで育てていくための方策を話し合っていきました。 

▲ 根本会長から御挨拶をいただきました。 
  一年間、ありがとうございました。 

▲ 校長が「後期学校評価」について説明しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 今年度の学校経営と学校運営協議会について振り返る     ２ 今年度の学校の課題を解決する手立てについてアイ 

ことができましたか。                     デアを出し合うことができましたか。 

 

 

 

 

 

３ 本日の会議の感想や御意見等がございましたら、御記入ください。（抜粋） 

 

 

 

 

ふりかえりアンケートの結果より 

◼ 良い意見がたくさんありました。地域の力を学校教育に取り入れることで今よりも充実した学
習活動ができると思います。 

◼ 地域と学校をよりつなげるためのアイデアがいくつか出てきたのでその実現に向けて少しずつ
動いていければよいと思いました。 

◼ 地域と連携し、行事を計画していく必要があると感じた。少しでも地域での動きが活発化し、
外で遊ぶ子供が増えると良いと思う。 

◼ 教員の行動評価と保護者の成果評価には若干の差が生まれている。その差を埋めていくため
に、地域や家庭と協力していくことが必要になってくると感じました。 

◼ 自分が子供の頃を思い返すとたくさんの行事があり、大人になっても覚えているので、是非今
の子供たちも地域の行事に参加して楽しい思い出を作ってほしいと思いました。 

◼ 地域の方は教職員とはまた違った視点で子供たちを見ているのでとても参考になった。学校・
地域・家庭が連携して今日話し合ったことが実現されるといい。 

 アイデア出しの作業では、様々な楽しい企画

がたくさん出てきました。理科や生活科と絡め

た生き物調査、地域の方々と一緒に歩くオリエ

ンテーリング、運動会の新種目として支部対抗

玉入れ、リコーダー演奏支援ボランティア、地

域の方々と子供たちとの懇談会･･････。 令和

7年度は、何か一つでも実現に向けて動き出せ

るといいと思います。 

委員の皆様、２年間大変お世話になりまし

た。引き続き、大室小学校を御支援・御指導く

ださい。ありがとうございました。 

地域ウォークラリーで大室のいい

ところ探しするのはどうかな？ 

育成会の行事を学校の行事と絡め

て何かできないかな？ 

学校支援ボランティア活動を広げて 

ほめる機会を増やしてあげたいね♪ 


